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ネクストの系譜　〜普遍のエバー〜
▶︎ OnebyESU ワンバイエスのカーボンハンドルシリーズ２作目の「ジェ
イカーボン ネクスト」は 2008 年に発表したドロップハンドル。当時
斬新なトップの扁平やロングドロップエンドを打ち出したデザインでし
たが、有名ブランドの完成車にも使用され、機材やポジションの変わ
り目を乗り越えロングセラーとなり、現在は振動減衰シートを織り込
んだ「ジェイカーボン ネクスト VDS」として継続しているモデルです。
▶︎このハンドルをアルミで再現することを目標に製品化させたのが、本
題ハンドルの基となる 2009 年の Dixna ディズナ「ジェイフィット エ
バー」です。アルミのジェイフィットシリーズとしては第３弾となり、ま
だまだ快適志向のドロップハンドルがない時代に、その後スタンダード
となるドロップ形状をデザインしたハンドルでした。アルミがメインの
時代、福島晋一氏など国内トップ選手が逸早く使用するなど人気モデ
ルとなり、エバーシリーズも現在は 4 世代目の「エバージョン２」となっ
ています。（Vol.56 に系図で紹介）

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.98 は 2026 年 8 月 21日（金）の配信予定です。

▶︎そして今年発表した OnebyESU「ジェイカーボン エバー」はカーボ
ンの「ネクスト」アルミの「エバー」その血統を受け継ぎつつ新たな設
計も施したモデルとして今年 9 月に発売予定となりました。
▶︎エバーの変遷として、2014 年発表の「ジェイカーボン グランモン
ロー」から当時選手活動もしていた辻善光氏よりブレーキレバー下の
一部空間を設けるアイデアを授かり「FZ=フィットゾーン」と名付けて
同モデルから採用。その FZ 設計を 2015 年アルミの「ジェイフィット 
エバー FZ」として採用しました。
ここまではアルミ材に2014という剛性ある軽量素材を使用していまし
たが、徐々に技術が上がり 6061材に切り替えて 2023 年には「エバー
ジョン２ FZ」という名称でアルミモデルは現在に至ります。（エバージョ
ン２とはエバーのバージョン２の意）

▶︎「ジェイカーボン エバー」は「ジェイカーボン ネクスト」から始まっ
た『リーチ 80mm ドロップ 125mm エンド 150mm』を継承し続け
ており、ドロップは初代アルミの「エバー」で設計した絶妙な曲線を
継承しつつ、5mm のフレアを設定し、ケーブル外回しながら内装のよ
うにスマートにまとめ上げる設計となっています。

▶︎ネクストから派生した快適性の根幹には、各部の曲線に意味が込め
られており、一見単純に見えながら外見ではわかり難く言葉では伝え
られない心地よさが宿っています。明確には気づかないところに自然
な快適性が秘められ、カーボンならではのメリットを持ちながら、愛
車のアップデートを行いやすいフレンドリーなハンドルです。

無意識化の快適性をスペックや言葉で表現するのは非常に難しく
『得も言われぬ』のようなもの。何だかわからないけど何とも言え
ず素敵な感触。長く販売し続けられる物の不可欠な要素なのかも
しれません。

▶︎ FZ のアイデアや今モデルのきっかけを作ってくれた「辻善光
=Zenko」氏の愛車に取り付けられた「ジェイカーボン エバー」
のプロトタイプ。氏曰く「交換が容易なこともメリット」とのこと。
特にアルミモデルと基本形状が同じであれば尚更・・・確かに。
剛性があり 215g 程度の重量となります。グラベル含めてどんな
シーンでも安心です。

▲︎ブレーキレバー下を約 5mm ほど削ぎ落とし
た FZ 採用の「ジェイフィット エバー FZ」のモッ
クアップ。初期モデルから 6 年後のこと。

◀︎あまり普段はお見せし
ませんが、これがハンド
ル１サイズ分１本の金型
です。一人では到底持ち
上げられません。

▶︎シンプルなロゴワーク
で 31.8mm 区間は概ね
130mmとなっています。

▲アルミのエバー初期モックアップ。今から丁
度 7 年前のこと。この時点で既に曲線数値は
完成していました。これが「ジェイフィット エ
バー」の原型です。

▲高品質 2014 アルミから作られた初代はロゴも
斬新でありパールホワイトバージョンもラインアッ
プ。このロゴを見て思い出される人も多くいらっ
しゃいます。

▶︎そして、独自のフィッティングでも人気となった前述の「辻善光
=Zenko」氏がエバーシリーズを扱いやすいハンドルとして推奨してい
ただいていたことから、カーボンモデルも出来ないかとのオファーがあ
り開発したモデルが「ジェイカーボン エバー」です。
特にドロップ曲線は完全にアルミのエバーを継承し、トップ部分の
傾斜設計もほぼ受け継ぎつつ、昨今のフレアを採用せず僅かな片側
5mm づつのフレアを Zenko 氏のアドバイスから採用。トップはスマー
トにフラットとしています。また、OnebyESU 愛好家の方からの要望
を実現することとなった、外装ケーブルながらステム内に収める溝ルー
トの設計もポイントです。

▲裏技となるブレーキとシフトのケーブル
が左右からステム内に導かれる溝の設計。

▲実は一番手こずったのはこのケーブル溝の設計でした。
何パターンもの試行錯誤の痕跡が残っています。

◀︎新たにフラットトップとしながら
もエバー伝承の手前に 30° 程度の
傾斜を設けており、トップでの快
適性を意識なく生み出します。

※ステムクランプ部の穴はカーボ
ン成形後の部材を取り出す為の穴
です。

▲エバーシリーズ３世代、上から
アルミの「エバー FZ」「エバージョン２ FZ」
カーボンの「エバー」


